
  

 

建設委員会報告資料 
 

令和２年１月２３日 
 

報告事項件名                                頁 

 
（１）千住関屋ポンプ所建設事業の進捗状況について ・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

（２）中川堤防かさ上げ工事の進捗状況について ・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 

（３）中川堤防の車の通行に関するアンケート調査について ・・・・・・・・・ ８ 

 

（４）北綾瀬駅改良工事及び北綾瀬北自転車駐車場（区営）工事の 

工事期間延伸について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

 

（５）足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編） 

の進捗状況について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

（６）足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）の策定について ・・・・２１ 

 

（７）足立区ユニバーサルデザイン推進計画（２０１９年度～２０２５年度） 

の策定について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

 

（８）シェアサイクル事業の実証実験協力事業者の選定結果について ・・・・・２４ 

 

（９）区営六町駅南暫定自転車駐車場の用地借用の取り止めについて ・・・・・２９ 

 

（10）花畑川環境整備事業の進捗状況について ・・・・・・・・・・・・・・・３１ 

 

（11）興野周辺地区まちづくり協議会の開催結果について ・・・・・・・・・・３９ 

 

（12）神明二丁目周辺地区まちづくり協議会の開催結果について ・・・・・・・４０ 

 

（13）住宅市街地総合整備事業（北千住駅東口周辺地区、 

西新井駅西口周辺地区、千住大川端地区）の取組み状況について ・・・・４１ 

 

（14）緑の基本計画改定審議会の開催結果について ・・・・・・・・・・・・・５０ 

 

（15）公園活用推進連絡会の開催結果について ・・・・・・・・・・・・・・・５２ 

 

（16）台風１５号及び１９号で被災した住宅への助成制度について ・・・・・・６２ 

 

（都市建設部） 



建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 千住関屋ポンプ所建設事業の進捗状況について 

所管部課名 都市建設部企画調整課 建設事業調整担当課 

内   容 

 東京都下水道局から、千住関屋ポンプ所建設事業の進捗状況について説

明があったので、以下のとおり報告する。 

 

１ 工期の延伸について（別紙参照 Ｐ３） 

（１）事業完了時期（見込み） 

ア 変更前 令和３年度末 

イ 変更後 令和７年度末 

（２）主な変更理由 

  ア 施工の安全性に万全を期すため、地盤改良工法を変更した。 

  イ 予見していなかった湧水が発生し掘削時間が大幅に増加した。 

  ウ 再度の湧水対策のため、土木工事（地下）と建築工事（建物）を

同時に施工できなくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     ※二つの地下施設の間を掘削し、連結させる 

 

２ 地域への対応 

  下水道局は、地元町会長等を始め近隣住民への個別説明を行っている。 

問 題 点 

今後の方針 
 住民への周知を徹底するよう、下水道局に対し申し入れる。 

 

雨水 

ポンプで 

隅田川へ 

東側地下施設 西側地下施設 

連結部分 

 模式図（ポンプ所断面） 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 中川堤防かさ上げ工事の進捗状況について 

所管部課名 都市建設部企画調整課 

内   容 

 国土交通省から、令和元年度の中川堤防かさ上げ工事の進捗状況につい

て説明があったので、以下のとおり報告する。 

 

１ 令和元年度の施工箇所の状況      別紙１参照 Ｐ５ 

（１）都県境から花畑川まで（約３００ｍ） 別紙２参照 Ｐ６ 

  ア 護岸に変異箇所が見つかり、先行して川側からの補強工事を行う 

必要が生じた。 

  イ 設計では車両を通行止めして施工するとしていたが、路線バスが 

通っているため、警察協議の結果、車両を通行させたままでの施工 

となった。現在、施工方法と安全対策について見直しを行っている。 

  ウ ア、イの理由により今年度は補強工事のみとし、土盛りの工事は 

令和２年度となった。 

（２）飯塚橋から中川公園付近まで（約３００ｍ） 

  ア 入札不調となり、再入札を予定している。 

  イ 決まったらすぐに交通規制の周知ができるように準備している。 

ウ 完成後一方通行(南から北)になる予定なので、周知方法について 

警察と協議を進めている 

（３）常磐線周辺（約２００ｍ） 別紙３参照 Ｐ７ 

  ア 中川堤防かさ上げ工事の説明会を行った後堤防工事に入っている。 

イ 堤防の形状が変わるので、完成後の使い勝手について、地元、国 

と協議を進めている。 

 

 

問 題 点 

今後の方針 
来年度以降の工事予定等について、国と協議を行う。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 中川堤防の車の通行に関するアンケート調査について 

所管部課名 都市建設部企画調整課 

内   容 

 中川堤防かさ上げ工事の一部区間で、車両の通行に関するアンケート調

査を行うので、以下のとおり報告する。 

 

１ アンケート調査の目的 

中川堤防かさ上げ工事後の中川防災公園から北側土手上の車両の通行

について、地域から意見を聞き堤防道路の車両通行の可否を決定する。 

 

２ 調査方法（アンケート内容） 別紙参照 Ｐ９～１３ 

（１）調査対象範囲 

  ア 六木二丁目 

  イ 佐野一丁目 

  ウ 大谷田二丁目 

  エ 大谷田一丁目 

（２）配付方法 

   各戸配付（約４,７００戸） 

（３）期  間 

   令和２年１月末～令和２年２月末予定 

（４）回収方法 

   アンケート配付時に同封した返信用封書で回収 

（５）集計と分析 

  ア 対象堤防道路の車両通行への可否 

  イ 対象堤防道路の使用用途 

 

３ アンケートの集計結果報告 

 ア 町会・自治会連絡協議会で報告 

イ 町会・自治会による回覧と掲示 

 ウ 区ホームページ、ＳＮＳに掲載 

 

問 題 点 

今後の方針 

アンケート結果から堤防道路の車両通行について案を作成し、早急に交

通管理者との協議を行う。 
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（案） 
令和２年１月吉日 

「中川
なかがわ

堤防
ていぼう

の通行
つうこう

に関
かん

するアンケート」について 

 

＜アンケートのご 協 力
きょうりょく

についてのお願
ねが

い＞ 

時下
じ か

ますますご清栄
せいえい

のことと存
ぞん

じます。また、日頃
ひごろ

より足立区
あ だ ち く

の道路
どうろ

行 政
ぎょうせい

にご

協 力
きょうりょく

を 賜
たまわ

り 誠
まこと

にありがとうございます。 

国土
こ く ど

交通省
こうつうしょう

は、平成
へいせい

２６年
ねん

から中川
なかがわ

堤防
ていぼう

を高
たか

くする工事
こ う じ

を行
おこな

っています。 

工事前
こうじまえ

、堤防
ていぼう

上
うえ

の道路
ど う ろ

（別紙
べ っ し

参照
さんしょう

）には車道
しゃどう

と遊歩
ゆ う ほ

道
どう

があり、南
みなみ

から北
きた

へ向
む

かっ

ての一方
いっぽう

通行
つうこう

となっていましたが、工事
こ う じ

が完
かん

了
りょう

した区間
く か ん

は幅
はば

が狭
せま

くなり自動車
じどうしゃ

の

通行
つうこう

を禁止
き ん し

しています。 

この道路
ど う ろ

の工事
こ う じ

完了後
かんりょうご

の通行
つうこう

について、地元
じ も と

の皆様
みなさま

のご意見
い け ん

をお伺
うかが

いいたします。 

なお、アンケートは一
いっ

世帯
せ た い

ごとに一通
いっつう

とさせていただいております。また、結果
け っ か

は

本
ほん

アンケートの目的
もくてき

以外
い が い

には一切使用
いっさいしよう

いたしません。ご協 力
きょうりょく

のほど、よろしくお願
ねが

いいたします。 

 

＜アンケートの回収
かいしゅう

について＞ 

１．別紙
べ っ し

の「アンケート回答
かいとう

用紙
よ う し

」にご記入
きにゅう

をお願
ねが

いいたします。 

２．令和
れ い わ

２年
ねん

２月
がつ

２８日
にち

（金）まで（消印
けしいん

有効
ゆうこう

）に同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）に

てご返送
へんそう

をお願
ねが

いいたします。 

 
【問

と

い合
あ

わせ】               
足立区
あ だ ち く

 都市
と し

建設部
けんせつぶ

 企画
き か く

調整課
ちょうせいか

 企画
き か く

調整
ちょうせい

担当
たんとう

 
担
たん

  当
とう

：藤澤
ふじさわ

、江原
え は ら

            
電話番号
でんわばんごう

：０３－３８８０－５９１７     
Ｆ Ａ Ｘ：０３－３８８０－５６１９     
Ｅ－mail：k-chosei-tanto@city.adachi.tokyo.jp 

 
※アンケート以外

い が い

の堤防
ていぼう

工事
こ う じ

のご意見
い け ん

についてもお受
う

けさせていただきます。 
  

別紙 
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（案） 
中川
なかがわ

堤防
ていぼう

かさ上
あ

げ工事前後
こ う じ ぜ ん ご

の道路幅
ど う ろ は ば

について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事後の道路幅約６ｍ 

 現在の道路幅約９ｍ 工事前
こ う じ ま え

の道路幅
ど う ろ は ば

 

約
やく

9m 

遊歩
ゆ う ほ

道
どう

 

約
やく

3m 

車
しゃ

 道
どう

 

約
やく

6m 

柵
さく

 

別紙 

約
やく

5m 

【工事後
こ う じ ご

】 

 

【工事前
こうじまえ

】 

車

くるま

が通 行

つうこう

しない場合

ばあい

 

 

道路

どうろ

（断 面 例

だんめんれい

） 

車

くるま

が通 行

つうこう

する場合

ばあい

（ 南

みなみ

から北

きた

への一 方

いっぽう

通 行

つうこう

） 

 

 

道路

どうろ

（断 面 例

だんめんれい

） 

約
やく

1.5m 約
やく

3.5m 

工事
こ う じ

で高
たか

くなる部分
ぶ ぶ ん

 

工事
こ う じ

後
ご

の道路幅
ど う ろ は ば

 

約
やく

6m 

約
やく

6m 

車道
しゃどう

 歩道
ほ ど う

 

工事
こ う じ

後
ご

の道路幅
ど う ろ は ば
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（案） 
今回
こんかい

実施
じ っ し

するアンケートの対象
たいしょう

範囲
は ん い

など 
 

  

N 
凡例
はんれい

 
 

     ：現在
げんざい

通行
つうこう

止
ど

めしている区間
く か ん

 
     ：アンケート対象

たいしょう

範囲
は ん い

 

この区間
く か ん

は堤防
ていぼう

上
うえ

から

家屋
か お く

への出入
で い

りがあり、

完成後
かんせいご

も自動車
じどうしゃ

が通行
つうこう

します。 
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（案） 
 

 

 

■現在
げんざい

のお住
す

まいについてお聞
き

かせください。 
 

問１ お住
す

まいの地域
ち い き

はどちらですか。 

 １．六
む

木
つぎ

二丁目
ちょうめ

   ２．佐野
さ の

一丁目
ちょうめ

 

 ３．大谷田
お お や た

一丁目
ちょうめ

   ４．大谷田
お お や た

二丁目
ちょうめ

 
 

問２ いつからお住
す

まいですか。 

 １．平成
へいせい

２６年
ねん

以前
い ぜ ん

から  ２．平成
へいせい

２６年
ねん

～平成
へいせい

３０年
ねん

 

 ３．平成
へいせい

３０年
ねん

以降
い こ う

    
 

■道路
ど う ろ

の通行
つうこう

についてご意見
い け ん

をお聞
き

かせください。 
 

問３ 現在
げんざい

通行
つうこう

止
ど

めされている区間
く か ん

の通行
つうこう

について、今後
こ ん ご

どのようになると良
よ

いと

お考
かんが

えですか？（１～４から１つお選
えら

びください）。 

 １．現在
げんざい

のままで良
よ

い（歩
ほ

行者
こうしゃ

と自転車
じてんしゃ

のみ通行
つうこう

） 

 

 

 

 
 
 
 
 

２、安全
あんぜん

対策
たいさく

に努
つと

めた上
うえ

で車
くるま

も通
とお

せるようにした方
ほう

が良
よ

い（車道
しゃどう

と歩道
ほ ど う

） 

 

 

 

 

 

 

 
  

 ３、どちらでも良
よ

い 
 

 ４、その他
た

（                         ） 
    
裏面
り め ん

のご記入
きにゅう

もお願
ねが

いいたします。 

【 アンケート回答
か い と う

用紙
よ う し

 】 

---中川
なかがわ

堤防
ていぼう

の交通
こうつう

規制
き せ い

に関
かん

するアンケート--- 

約
やく

6ｍ 
道路
ど う ろ

 

（断面例
だんめんれい

） 
約
やく

5ｍ 

柵
さく

 

約
やく

3.5ｍ 

車道
しゃどう

 

車道
しゃどう

は、南
みなみ

から北
きた

へ 

（一方
いっぽう

通行
つうこう

） 

中川 

中川 

道路
ど う ろ

 

（断面例
だんめんれい

） 

約
やく

1.5ｍ 

歩道
ほ ど う

 

約
やく

6ｍ 

工事
こ う じ

で堤防
ていぼう

が高
たか

くなった部分
ぶ ぶ ん

 

工事
こ う じ

で堤防
ていぼう

が高
たか

くなった部分
ぶ ぶ ん
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（案） 
問３-1 問

とい

３で１または２を選
えら

んだ方
かた

は、理由
り ゆ う

について自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３-２ 将来
しょうらい

、問
とい

３で選
えら

んだ通行
つうこう

方法
ほうほう

になったときは、どのような目的
もくてき

で利用
り よ う

した

いですか（複数
ふくすう

選択
せんたく

可能
か の う

）。 

 １．通勤
つうきん

・通学
つうがく

   ２．仕事
し ご と

の関係
かんけい

で通行
つうこう

する（業務
ぎょうむ

） 

 ３．散歩
さ ん ぽ

・ランニングなど（私用
し よ う

） ４．その他
た

（         ） 
 

問３-３ そのときの交通
こうつう

手段
しゅだん

は何
なん

ですか（複数
ふくすう

選択
せんたく

可能
か の う

）。 

１．車
くるま

・バイク   ２．自転車
じてんしゃ

 

３．徒歩
と ほ

    ４．その他
た

（         ） 
 

■ご意見
い け ん

をお聞
き

かせください 
 

問４ 堤防
ていぼう

工事
こ う じ

などについて自由
じ ゆ う

なご意見
い け ん

をお聞
き

かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上
いじょう

でアンケートは終 了
しゅうりょう

です。ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

13



建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 
北綾瀬駅改良工事及び北綾瀬北自転車駐車場（区営）工事の工事期間延伸に

ついて 

所管部課名 都市建設部企画調整課 交通対策課 

内   容 

 東京地下鉄株式会社から、北綾瀬駅改良工事の工期延伸について連絡があ

ったので、以下のとおり報告する。 

 

１ 工期延伸の主な理由 

（１）環状７号線は、本工事や電線共同溝等の工事が競合し、警視庁協議や

関係機関との工程調整に時間を要したため。 

（２）北綾瀬駅構内にある橋脚の耐震調査結果が本工事中に判明し、追加の

耐震補強工事が必要となったため。 

なお、耐震調査は柱が露出しているなど調査しやすい箇所から実施し

ており、その後、駅構内などの調査・設計が困難な箇所を実施した。 

 

２ 工事箇所の延伸期間（別紙参照 Ｐ１５） 

  以下の工事箇所について、延伸予定である。 

（１）環状７号線北側出入口工事 

   令和２年１２月完成予定 

（２）北綾瀬駅改装工事 

   令和３年６月完成予定 

（３）新設駅ビル及び高架下店舗工事 

   未定 

 

３ 北綾瀬駅の状況 

工事に伴い、現在、環状７号線に面した出入口は一時閉鎖され、新設さ

れた東側及び南側出入口への迂回を案内している。 

また、朝夕ピーク時には東側出入口に誘導員を配置し、交通整理を行っ

ている。 

 

４ 北綾瀬北自転車駐車場 

北綾瀬北自転車駐車場は、現在、施工中の環状７号線北側出入口を共用

しているため、工期の延伸に伴い以下の開設時期を延伸する。 

当初：令和２年６月  変更後：令和３年１月 

問 題 点 

今後の方針 

１ 地元住民への周知を東京地下鉄株式会社と協力して行っていく。 

２ 引き続き、環状７号線に面した出入口の早期開放を要望していく。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編）の進捗状況について 

所管部課名 都市建設部都市計画課 ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

平成２９年３月に策定した足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺

地区編）の進捗状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 本計画の概要 

（１）目的 

高齢者、障がい者等が集まる区域において、公共交通機関、建築物、 

道路等のバリアフリー化を重点的かつ一体的に推進する。 

（２）計画期間 

平成２９年４月～令和９年３月の１０年間 

（３）計画対象区域 

区役所周辺地区 区域図 （別紙１参照 Ｐ１７） 

 

２ バリアフリー化の進捗状況 （別紙２参照 Ｐ１８） 

（１）特定事業計画の状況について      （令和２年３月末現在） 

 道路 公園 建築物 

整 備 計 画 3,690ｍ 

（5路線） 

9項目 

（3施設） 

45項目 

（9施設） 

進 捗 

状 況 

完 成 1,090ｍ 6項目 15項目 

進捗率 29.5％ 66.6％ 33.3％ 

（２）バリアフリー化の具体例（設置場所）（別紙３参照 Ｐ１９～２０） 

ア 交通安全特定事業（信号機（音響機能付）の設置） 

（区道足立３５号線（梅田七丁目公園前）ほか９基） 

イ 都市公園特定事業（誘導用ブロックの整備・トイレの改修） 

（ベルモント公園（完了） 梅島公園（年度末完了予定）） 

ウ 建築物特定事業（受付案内サインの改善 タクシー乗り場改修） 

（中央本町地域学習センター 本庁舎） 

エ その他の特定事業（バス停留所の屋根・ベンチの設置） 

（都営バス（足立区役所前）ほか７か所） 

  

問 題 点 

今後の方針 

１ 国や都、交通管理者等と協力してバリアフリー化を進めていく。 

２ エリアデザイン計画や公共施設等の建設の動向を踏まえて、次期地区

別計画の検討を行う。 
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区役所周辺地区 区域図 
別紙１ 

 

一部実施施設 

実施済み道路 

進捗状況凡例 
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● 道路特定事業

整備対象 事業内容 延長 事業主体 目標時期 年次計画 進捗状況

①歩道の段差・勾配の改善 短期 - 実施済み

②歩行空間の平坦性の確保 短期・長期 - 実施済み

①歩道の段差・勾配の改善 長期 2025

②視覚障がい者誘導用ブロックの設置 長期 2025

①歩道の段差・勾配の改善 短期・長期 2020

②視覚障がい者誘導用ブロックの設置 短期・長期 2020

足立36号 ①視覚障がい者誘導用ブロックの設置 120ｍ - 2017実施済み

①用地測量 - 2018実施済み

②用地取得 - -
③道路整備（両側歩道3m、車道9m) - -

● 交通安全特定事業

整備対象 事業主体 目標時期 年次計画 備考

順次 - 一部実施

②エスコートゾーンの整備 必要に応じ - 一部実施

③標識、標示の高輝度化 順次 -

④違法駐車車両の指導取締り等 順次 継続 継続

● 都市公園特定事業

整備対象 事業内容 事業主体 目標時期 年次計画 備考

短期 2019実施済み

短期 2019実施済み

③園路と広場の段差解消 短期 2019実施済み

④水飲み場の改修 短期 2019実施済み

①園路の平坦性の確保 短期 2020

②オストメイト対応トイレの設置 短期 2020

③視覚障がい者誘導用ブロックの設置 短期 2020

短期 2019

短期 2019

● 建築物特定事業

整備対象 事業主体 目標時期 年次計画 備考

①バス乗り場及びタクシー乗り場の案内の改善 短期 一部実施

②タクシー乗り場の段差の解消 - 2018実施済み

③障がい者等用の駐車スペースの改善 短期 2017実施済み

④だれでもトイレの改善 短期 2017実施済み

⑤視覚障がい者誘導用ブロックの改善 短期 2017実施済み

⑥案内サインの改善 短期 2017実施済み

- -

短期 2017実施済み

- 2024一部実施

- 2024

短期 2019実施済み

短期 2017実施済み

- -

- -

- -

短期 2017実施済み

①視覚障がい者誘導用ブロックの設置 短期 2016実施済み

②筆談用具の準備とその表示の設置 短期 2017実施済み

短期 2017実施済み

- -

①障がい者用の駐車施設の設置 - -

②介助等大型ベットの設置 - -

③筆談用具の準備とその表示の設置 短期 2018実施済み

短期 2017実施済み

短期 2016実施済み

- -

- -

梅田図書館 - -

● その他の特定事業

整備対象 事業主体 目標時期 年次計画 進捗状況

- - 一部実施

- - 一部実施

※　　　　　　　は、今年度末まで事業実施予定又は実施済み

足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編）進捗状況一覧表

環七通り 1,230ｍ東京都

①トイレ改修（オストメイト、誘導、トイレ内のベビーチェアの設置）

ベルモント公園

足立区
青井ふれあい
　　　　　　公園

梅島公園

②出入口の改修・視覚障がい者誘導用ブロックの設置

②出入口の改修・視覚障がい者誘導用ブロックの設置
今年度末
完了予定

国道４号 国土交通省970ｍ

東京都公安
委員会

足立区

840ｍ
花畑大通り
（補助256号線）

足立区役所

③～⑦大規模改修時に実施する項目（5項目）

エル・ソフィア

①トイレ改修（オストメイト、誘導、トイレ前の段差の解消）

②洋式トイレの増設

足立31号

重点整備地区内

事業内容

①信号機の改良
　（音響機能・歩行者用青時間延長機能の整備、ＬＥＤ化）

①敷地内通路等の通行動線上にある溝蓋の改善

530ｍ

事業内容

①～⑥大規模改修時に実施する項目（計6項目）

足立区

②～⑥大規模改修時に実施する項目（5項目）

バス停留所 都営バス

事業内容

①バス停に上屋を設置

②バス停にベンチを設置

栗島住区センター

①受付の案内サインの改善

②筆談用具の準備とその表示の設置

③～⑦大規模改修時に実施する項目（5項目）

中央本町地域
学習センター

中央本町
住区センター

足立保健所

梅島住区センター
①筆談用具の準備とその表示の設置

⑦トイレへの蝕知案内図等の設置

足立福祉事務所
②筆談用具がある旨の表示の設置

③だれでもトイレの改善

④授乳用スペースの確保

①視覚障がい者誘導用ブロックの改善

①だれでもトイレの設置

②授乳・おむつ交換スペースの確保

③筆談用具の準備とその表示の設置

別紙２

建築物特定事業計画 45項目 (9施設)

道路特定事業計画 3,690m (5路線)

9項目

(3施設)

6項目

45項目

(9施設)

15項目

進捗率

33.3％

3,690ｍ

（5路線）

1,090ｍ

進捗率

29.5％

進捗率

66.6％

公園特定事業計画 9項目 (3施設)
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足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区）バリアフリー化の具体例 

交通安全特定事業 

（区道足立３５号線（梅田七丁目公園前）【信号機（音響機能付）設置】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市公園特定事業 

（ベルモント公園）【トイレ改修】 
≪改修前≫                 ≪改修後≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【視覚障がい者誘導用ブロック・障がい者専用駐車場の設置】 
≪改修前≫                 ≪改修後≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙３ 
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建築物特定事業 

（中央本町地域学習センター）【受付案内サインの改善】 
≪改修前≫                 ≪改修後≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（本庁舎）【タクシー乗り場の案内の改善改修】 

≪改修前≫                 ≪改修後≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他の特定事業 

（都営バス（足立区役所前バス停））【バス停に上屋・ベンチを設置】 
 
 
 

20



建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）の策定について 

所管部課名 都市建設部都市計画課 ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）の策定について、以

下のとおり報告する。 

 

１ 江北地区をバリアフリー重点整備地区に位置づける必要性 

（１）バリアフリー推進計画（平成２８年策定）において、重点的かつ 

一体的なバリアフリー化を進める地区として、特定地区を選定した。 

 

 
 

（２）東京女子医科大学新東医療センターを核としたまちづくりが進む。 

（３）エリアデザイン計画の「健康」をテーマにした「つい歩きたくなる

環境の整備」を進めるため、面的かつ一体的なバリアフリー化が不可

欠である。 

 

２ 足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）の対象区域 

  以下の条件を踏まえ、足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）

の策定予定区域を別紙のとおり、設定する。 

（１）新東医療センターを中心に半径500～1,000ｍの徒歩圏の区域と 

する。 

（２）地形地物（幹線道路―環七、尾久橋通り）や町丁界を考慮する。 

（３）地区内の公共交通施設と公共公益施設、それらを結ぶ道路等を含む

区域とする。 

 

３ 今後の予定 

年  月 内容 

令和２年１月～３月 地区内関係者とのヒアリング実施 

地元町会等へ実施の説明 

令和２年４月～５月 国・都の補助金交付申請・決定 

令和２年５月 バリアフリー計画策定業務委託の契約締結 

令和２年６月 足立区バリアフリー協議会（第９回） 
 

今後の方針 
足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）の令和２年度内の策定

に向け、バリアフリー協議会とその作業部会を開催し、計画策定を進める。 
 

北千住 綾瀬 六町 梅島 西新井 竹の塚 江北 総合スポーツ 

足立区役所＊ 花畑 （特定地区１０地区） ※足立区役所は選定済 

21





 

 











  


























 



















 

















 























 















 

 









22



建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 
足立区ユニバーサルデザイン推進計画（２０１９年度～２０２５年度）の

策定について 

所管部課名 都市建設部都市計画課 ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

足立区ユニバーサルデザイン推進計画（２０１９年度～２０２５年度）

（以下「推進計画」という。）の策定について、以下のとおり報告する。 

 

１ 推進計画案の概要について（別添資料） 

（１）目指すべき姿 

ひとを育み まちを創る だれもが自分らしく暮らせるまち 足立 

～だれもが立場が異なる人々への理解や共感を深め、「思いやりのここ

ろ」をもち、「こころづかい」ができる区民があふれるまちをつくる～ 

 

（２）構成 

  ア 本編 

第１章 推進計画の趣旨 

第２章 ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像と基 

   本方針 

第３章 各施策の取組みと区と区民、事業者の役割 

イ 区が実施する事業集 

ウ 資料編 

 

（３）特色 

  ア 行政（区）と区民、事業者等の役割を明確化し、３者が一体となっ

てユニバーサルデザインのまちづくりを推進していくこと 

  イ 従前の計画の評価を記載し、継続的に評価できるようにしたこと 

  ウ 令和４年度（推進計画４年目）に中間検証を行い、必要に応じて

見直しを実施すること 

 

２ 今後の予定 

年 月 内   容 

令和2年2月末 計画を策定 

 

問 題 点 

今後の方針 

今後も、足立区ユニバーサル推進会議等により実施事業の進捗管理を行

い、着実にユニバーサルデザインの取組みを推進していく。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 シェアサイクル事業の実証実験協力事業者の選定結果について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 駐輪場対策担当課 

内   容 

 足立区シェアサイクル事業の実証実験協力事業者の選定委員会において、

協力事業者が決定したので、以下のとおり報告する。 

 

１ 実証実験参加募集期間 

  令和元年１１月１日（金）～令和元年１１月２２日（金） 

 

２ 参加条件（募集要項の抜粋） 

  実証実験の参加申込を行う時点で、以下の条件を満たしていること。 

（１）サイクルポート（自転車置場）には、ラック数以上の自転車が返却 

できないようなシステムとすること。 

（２）サイクルポート以外では、システム的に返却ができないこと。 

（３）利用料金は比較的安価に設定すること。 

（４）自転車は、電動型自転車または必要に応じて一般型自転車も事業 

展開できること。 

（５）実証実験開始後３か月以内に、区有地以外の区内でサイクルポート 

１０か所以上が利用可能であること（各ポートには自転車を３台以上 

用意すること）。 

（６）隣接自治体でシェアサイクル事業を展開し、足立区との相互乗り入 

れが可能であること。 

（７）シェアサイクルの分析データを３か月毎に区に提供すること。 

   ・ 日時、天気別等の自転車走行データ 

   ・ 長時間停車場所等の自転車の移動データ 

   ・ サイクルポートの貸出状況のデータ 

 

３ 実証実験応募者数 

  １者 

※募集については区ホームページを利用し広く募集を行った。 

 

４ 選定委員会開催日 

  令和元年１２月６日（金） 

 

 

 

 
 
 

24



 

５ 選定委員会委員構成 

種別 氏名 役職等 

区職員 

久米 浩一 
【委員長】 

地域調整課長 

高橋 俊哉 スポーツ振興課長 

山坂 延央 公園管理課長 

 

６ 選定委員会アドバイザー 

種別 氏名 役職等 

学識経験者 
（有識者含む） 

高田 和幸 東京電機大学理工学部教授 

五十嵐 恵美 
株式会社 
五十嵐恵美不動産鑑定事務所 

※選定委員会は、区職員による選定委員で構成し、アドバイザーとして 

学識経験者等２名を置いた。 

 

７ 評価シート 

  （別紙参照 Ｐ２８） 

 

８ 主な意見と回答 

Ｑ１：満車のサイクルポートには自転車返却不可とあるが利用者はどう

すれば良いのか。 

 Ａ１：近くの空きのあるサイクルポートに返却してもらう。また、借り

る時に返却ポートの予約も可能となっている。 

Ｑ２：バッテリー充電等の自転車の管理方法はどのように行うのか。 

 Ａ２：週に１度サイクルポートにて充電等自転車の状態をチェックして

いる。 

Ｑ３：今現在メインの利用者はどのような世代か。 

Ａ３：２０代から４０代のビジネス層の利用が多い。 

 

９ 決定方法 

  選定委員会において、企画提案書、関係書類等の内容を精査・評価の 

上、合計点数が最も高い１者を決定 

（提案者が１者の場合も同様の審査を行い、いずれの審査項目の評価 

基準を満たしているものを協力事業者とする） 
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10 決定事業者 

（１）事業者名 OpenStreet株式会社 

（２）所在地  東京都港区東新橋一丁目９番２号 

 

11 近隣自治体のサイクルポートの数一覧（民間設置部分含む） 

                 令和元年１２月１０日現在 

自治体名 サイクルポートの数（箇所） 

足立区 ４５ 

台東区（協定済み） ４４ 

荒川区（協定済み）  ３０ 

葛飾区 ２０ 

墨田区 ４４ 

北区  ９ 

板橋区（協定済み） ４３ 

川口市 １５ 

草加市      ０ 

 

12 今後の予定 

年  月 内  容 

令和2年1月上旬 協定締結 

令和2年1月上旬～ 

令和2年1月下旬 

サイクルポートの確定、整備等 

周知活動 

令和2年1月19日 あだちゃり休止 

令和2年2月 運用開始 

 

 

13 区の施設を利用したサイクルポート予定箇所 

駐  輪  場  名 備   考 

① 舎人公園駅下自転車駐車場 あだちゃり駐輪場 

② 谷在家駅東自転車駐車場  

③ 足立小台駅自転車駐車場  

④ 竹の塚西自転車駐車場 あだちゃり駐輪場 

⑤ 大師前自転車駐車場 あだちゃり駐輪場 

⑥ 西新井自転車駐車場  

⑦ 五反野北自転車駐車場  

⑧ 綾瀬西自転車駐車場  

⑨ 六町駅前広場  

⑩ 青井駅前広場  

⑪ 中央公園（又は足立区庁舎）  

⑫ 郷土博物館  
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区営自転車駐車場サイクルポート予定箇所図 

   
※サイクルポートの空白地域を無くすため、事業者と協議しながら 

順次増設していく。 

 

14 周知について 

区広報、区ホームページ、ポスターの掲示等により周知を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

事業者と協力し、サイクルポートの準備及びシェアサイクルの利用率を

上げるため周知活動を進めていく。 

 

 
 

 
  

④  

⑪ 

③ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑫ 
環  七 

国 

道 

４ 

号 
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大分類 小分類 内　　容 配点 委員評点合計

事業運営の基本方針 足立区の目的を理解しているか
地域特性の把握 足立区の地域特性を把握し、自転車台数やポート設置数等に反映しているか
運営実績 シェアサイクル事業に関する実績やノウハウを有しているか
運営体制 運営は組織化され、適切な人員が配置されているか
採算性 本事業単独で採算性が確保されているか

既存登録者
足立区内の利用者がいるか
利用者増に向け、どのような取組みを行うか

自転車・ポートの性能等 自転車及びポートのデザイン、耐久性等はどうか
システム性能 セキュリティ、運用体制等はどうか

自転車・ポートのメンテナンス等
自転車とサイクルポートのメンテナンスはどのように実施するか
ポートは速やかに設置及び撤去可能か。

自転車の再配置 ポート間での自転車の偏在に対し、どのように再配置を行うか
登録方法 利用登録は容易で、多くの利用者が登録できるか。

利用方法
自転車・ポートの空き情報を容易に確認できるか
自転車の開錠・施錠等は容易にできるか、一時駐輪は可能か
スマホ以外での利用方法も検討されているか

利用料金等
利用者が利用しやすい料金設定となっているか
利用料の決済は容易で複数の決済方法を選択できるか

多言語対応 日本語の他、多言語に対応しているか
制度周知・マナー啓発 周知・広報及び利用者へのマナー啓発の方法
自転車・ポートの安全性 自転車及びポートは、利用者や周辺への安全性に配慮されているか
緊急時の対応 事故、台風及び地震など緊急時の対応窓口、体制及び問合せ方法はどうなっているか
保険内容 加入する保険の内容はどうなっているか
違法駐輪対策 違法駐輪を防ぐためにどのような対策を実施するのか
個人情報の管理 個人情報の管理方法及び管理体制は適正か
提供可能データ 本区にどのようデータを提供できるか
新規性・拡張性 区民や地域に、新たなサービス等を提供できるか
地域事業者との連携 地域事業者との連携等により、地域経済の活性化につながるか
本区施策との連携 交通、経済、観光等、本区の施策との連携をどう考えているか
実証実験後の展開 実証実験後の事業計画をどのように考えているか

合　　計 90 73

得点率 100% 81%

※事業者の選定については、全選定委員の評価の合計点が６割以上であることを条件とする。

15

15

足立区シェアサイクル事業実証実験事業者選定　評価基準シート

地域連携・
その他
（１５～２０）

基本方針
（１～２）

【評価点】水準を大きく上回る：5点　水準を上回る：4点　水準どおり(水準クリア)：3点
　　　　　　　　　　水準を下回る：2点　水準を大きく下回る：1点

運営能力
・利用者数
（３～４）

運営設備
（５～８）

利便性
（９）

安全・
環境対策
（１０～１４）

12

11

14

11

15

15

15

15

13

12

別紙
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 区営六町駅南暫定自転車駐車場の用地借用の取り止めについて 

所管部課名 都市建設部交通対策課 駐輪場対策担当課 

内   容 

 令和元年１０月１５日に建設委員会で報告した六町駅付近の東京スマイ

ル農業協同組合（以下ＪＡ）の用地について、借用を取り止めることとし

たので、以下のとおり報告する。 

 

１ 借用を取り止める土地 

（１）場  所：六町一丁目１２３街区（別紙参照 Ｐ３０） 

（土地区画整理事業施行中） 

（２）面  積：６５３.６１㎡ 

（３）活用目的：自転車駐車場 

 

２ 経 緯 

・ 当初ＪＡは、区に対し上記土地の賃借料を固定資産税相当額 

（年間約１６０万円）と提案していた。 

・ 令和元年１２月２３日の役員会において、賃借料を近隣の相場で 

ある約５００万円とすべきであるとの意見があり、区への土地貸 

与が決定に至らなかった。 

 

３ 借用を取り止める理由 

（１）上記土地の賃借料は、４月当初のＪＡからの提案により固定資産税

相当額（年間約１６０万円）として調整を行っていたが、賃借料が約

５００万円となると事業収支が大幅な赤字となるため。 

（２）土地の貸借期間についても、４月当初は５年更新で調整を行ってい

たが、９月には３年更新との期間短縮を提案され、３年後には、ＪＡ

が土地活用する可能性があるため。 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

 今後、六町駅前開発事業に伴う、六町駅前駐輪場用地の代替地確保につ

いて検討していく。 
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案 内 図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区営六町駅 

自転車駐車場 

環七北通り 

別紙 

駅前広場 

対象地 

123街区 653.61㎡ 

六 
町 
公 
園 

六町二丁目 

六町一丁目 

六町三丁目 

六町四丁目 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 花畑川環境整備事業の進捗状況について 

所管部課名 道路整備室工事課 

内   容 

花畑川環境整備事業における現在の進捗状況について、以下のとおり 

報告する。 

 

１ これまでの経過 

地元説明会 第１回 平成３０年 ６月１８日 

      第２回 平成３０年１０月１５日 

      第３回 平成３１年 ３月１８日 

      第４回 令和 元年 ７月３０日 

 

２ みどり率について（別紙１参照 Ｐ３２） 

 

３ ヒートアイランド現象に対する専門家（国立研究開発法人産業技術総

合研究所研究員）の意見について  

（１）水分を多く蒸発させることがヒートアイランド対策で重要である。 

（２）水面よりも樹木や葉からの蒸発量が多い。 

今回の整備計画の方が前回（平成１４年）の計画よりも緑地面積が

広く、効果がある。 

（３）散策路の舗装は、蒸発量が多い保水性や透水性の舗装を採用した方

が良い。 

 

４ 整備イメージ（別紙２～７参照 Ｐ３３～３８） 

 

５ 今後の予定 

年  月 内  容 

令和2年2月 第5回地元説明会 

令和2年度 

令和3年3月 

富士見橋架替詳細設計委託 

第1期工事着手 

（雪見橋から富士見橋の間） 
  

問 題 点 

今後の方針 
地域住民の意見を聞きながら、令和２年度の工事着手を目指していく。 
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31.0m 1,400m=43,400m2 100

AP+1.0m
15.8m+3.4m 2 1,400m=31,640m2 72

AP+1.0m
16.0m+4.0m 2 1,400m=33,600m2 77
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富士見橋車道橋案 整備イメージ 別紙２ 
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富士見橋車道橋案 整備イメージ（拡大図） 別紙３ 
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富士見橋車道橋案 平面図 
 

富士見歩道橋を車道として整備した場合、周辺道路の嵩上げが必要となり、沿道の
建築物への影響が大きい。 

別紙４ 
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富士見橋歩道橋案 整備イメージ 別紙５ 
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富士見橋歩道橋案 平面図 
 
富士見歩道橋を自歩道として整備した場合、沿道建築物への影響はなく、バリアフ
リー化が達成できる。 
 

別紙６ 
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富士見橋を望む 別紙７ 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 興野周辺地区まちづくり協議会の開催結果について 

所管部課名 市街地整備室まちづくり課 

内   容 

興野周辺地区まちづくり協議会（第７回）の開催結果について、以下の

とおり報告する。 

 

１ 開催日時 令和元年１２月９日（月）午後６時３０分～午後８時 

 

２ 場  所 西新井小学校 ３階ランチルーム 

 

３ 参 加 者 地元町会自治会等 １３名 

 

４ 内  容 

（１）役員の再選及び新規地区会員の承認について 

（２）まちづくりアンケートの実施について 

   配布開始日  令和元年１２月１７日（火） 

回収終了日  令和２年 １月２４日（金） （消印有効） 

（３）その他 

   ・ ＪＫＫ興野町住宅Ａ号棟解体工事説明会について 

・ 都市計画道路補助第１３８号線の整備について 

  

５ 主な質疑 

Ｑ１：興野町住宅の解体工事説明会は、工事車両が通る路線の住民も参

加させてほしい。 

Ａ１：説明会に参加できるように開催通知を配布する。なお、Ａ号棟か

ら本木新道までの道路沿道の建物については、家屋調査の実施を

予定している（東京都住宅供給公社回答）。 

 

６ 今後の予定 

年  月 内   容 

令和2年 2月 まちづくり協議会（第8回）の開催 
  

問 題 点 

今後の方針 

引き続き地区全体の地区整備計画策定に向け、周辺住民の意見を聞き丁

寧に進めていく。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 神明二丁目周辺地区まちづくり協議会の開催結果について 

所管部課名 市街地整備室まちづくり課 中部地区まちづくり担当課 

内   容 

 神明二丁目周辺地区まちづくり協議会（第１回）の開催結果について、以

下のとおり報告する。 

１ 開催日時 令和元年１２月１２日（木）午後７時～午後８時 

２ 開催場所 佐野地域学習センター 

３ 参 加 者 神明仲町会、六木四丁目町会、 

シャルム綾瀬自治会の各代表者  ７名 

４ 内容 

（１）まちの現状と課題について 

（２）神明二丁目周辺地区の地区計画素案について 

５ 主な質疑 

 Ｑ１：他地区の地区計画で整備は進んでいるのか。 

 Ａ１：建替えに合せて少しずつ進んでいる。 

 Ｑ２：都市計画道路に面する隅切りは必要か。 

 Ａ２：見通しの確保に向け、地権者に個別に説明する。 

Ｑ３：地区計画で確保する緑は誰が整備するのか。 

 Ａ３：地権者に整備していただく。 

６ 今後の予定 

年 月 内 容 

令和2年2月頃 まちづくり協議会（第2回）の開催 

令和3年3月頃 地区計画策定 

【参考】補助第２６１号線について 

（１）事業者 東京都第六建設事務所 

（２）構 造 延長 ７２０ｍ、計画幅員 １６ｍ 

（３）進 捗 用地取得率３２％(事業認可期間 令和４年３月３１日まで) 

 

問 題 点 

今後の方針 
 地域住民と協議会の開催等を行いながら、地区計画の策定を目指す。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 
住宅市街地総合整備事業（北千住駅東口周辺地区、西新井駅西口周辺地区、

千住大川端地区）の取組み状況について 

所管部課名 
市街地整備室まちづくり課 中部地区まちづくり担当課 

千住地区まちづくり担当課 

内   容 

住宅市街地総合整備事業を進めるにあたり、国からの補助金を受けるた

め策定している「社会資本総合整備計画」の第二期計画が令和元年度末で

終了することから、事後評価について以下のとおり報告する。 

なお、令和２年度以降の第三期計画の実施に向けた調整は、現在東京都

と行っている。 

 

１ 計画対象地区（別紙１参照 Ｐ４４） 

① 北千住駅東口周辺地区 

② 西新井駅西口周辺地区 

③ 千住大川端地区 

  

２ 第二期計画の期間 

平成２７年度（２０１５年度）から令和元年度（２０１９年度）まで 

 

３ 第二期計画の進捗状況及び事後評価書（素案）について 

（１）第二期計画の進捗状況について（別紙２～４参照 Ｐ４５～４７） 

  【北千住駅東口周辺地区】 

   ・ 区画街路第１３号線の整備 

：事業未着手 

     理由：拡幅整備手法の見直しが生じたため。 

【西新井駅西口周辺地区】 

   ・ 区画街路第９号線（西新井駅西口交通広場）の整備 

：事業未着手 

     理由：関係機関との協議に時間を要したため。 

   ・ 補助第１３８号線Ⅱ工区の整備 

：用地取得はほぼ完了、工事は未着手 

     理由：用地買収や無電柱化事業に時間を要したため。 

   ・ 主要区画道路②その２工区の整備 

：用地取得はほぼ完了、工事も行っているが舗装工事には 

未着手 

     理由：無電柱化事業の追加整備に時間を要したため。 
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  【千住大川端地区】 

   ・ 関屋公園の設計 

：事業未着手 

     理由：ボックスカルバートの有無を検討中のため。 

（２）事後評価書（素案）について（別紙５参照 Ｐ４８～４９） 

平成２６年度に策定した第二期計画の成果目標に対する発現状況や

達成状況を記載した。 

なお、最終実績値については、当初現況値から変化していない。 

 

４ 事後評価の今後の進め方 

（１）パブリックコメントの実施 

ア 内  容 社会資本総合整備計画事後評価書（素案） 

・ 交付対象事業の進捗状況 

・ 事業効果の発現状況、目標値の達成状況 

・ 特記事項（今後の方針等） 

＊素案は区が作成した。 

（別紙１～５参照 Ｐ４４～４９） 

イ 募集期間 

令和２年１月２４日（金）～令和２年２月２２日（土） 

ウ 周知方法及び閲覧配布 

・ あだち広報１月２５日号及び区ＨＰ、ＳＮＳによる周知 

・ まちづくり課窓口にて資料を閲覧、配布するとともに、区民 

事務所、中央図書館、区政情報課、政策経営課でも資料を閲 

覧、配布する。 

（２）事後評価委員会の開催 

パブリックコメント実施による意見を整理し、事後評価委員会で社

会資本総合整備計画事後評価書（素案）の評価をしていただく。 

  ア 開催予定日 

    令和２年３月上旬 

イ 評価委員 

東京電機大学理工学部教授 高田 和幸 

まちづくりカウンセラー  飯尾 憲彌 

まちづくり推進委員    髙田 一雄 

まちづくり推進委員    吉田 祐一 

まちづくり推進委員    米重 哲彦 

  ウ 事後評価委員会での結果を受け、区が事後評価書（案）を作成 

（３）報告及び公表について 

   事後評価書（案）を令和２年３月開催の建設委員会に報告予定。 

その後、事後評価書を国土交通大臣に報告し、足立区ホームページ

にて公表する。 
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参考 これまでの経緯 

 

平成２２年 ４月   第一期社会資本総合整備計画（地域住宅支援） 

開始（平成２２年度～平成２６年度 ５年間） 

平成２７年 ４月   第二期社会資本総合整備計画（地域住宅支援） 

開始（平成２７年度～平成３１年度 ５年間） 

平成２７年 ７月   第１回 第一期社会資本総合整備計画事後評価 

委員会開催 

平成２７年 ８・９月 パブリックコメント実施 

平成２７年 ９月   第２回 第一期社会資本総合整備計画事後評価 

委員会開催 

平成２７年１０月   第一期社会資本総合整備計画 

事後評価内容を公表及び国土交通大臣に報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 点 

今後の方針 

現在、第三期計画の社会資本総合整備計画の内容を東京都と調整してお

り、令和２年３月までの手続き完了を目指し、事業を継続して進める。 

 

43



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 計画対象地区 位置図 

 第二期社会資本総合整備計画 
交付対象事業（基幹事業）地区 

② 西新井駅西口周辺地区 

① 北千住駅東口周辺地区 

 
 

縮尺：１／25,000 

0 500 1000 1500 
  ｍ 

③ 千住大川端地区 

西新井駅 

梅島駅 

北千住駅 

牛田駅 

関屋駅 

別紙１ 
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【第二期計画の進捗状況】 

＜①北千住駅東口周辺地区＞ 
 

 

 

 

 

◆事業施行期間（平成20年度～） 

 

 ◆第二期計画期間 

 

 

 

 
主な整備計画 整備済 

 

都
市
計
画
道
路 

・区画街路第１２号線 

 ※約 2,500 ㎡の交通広場と幅員 16ｍ

の道路を併せて区画街路第１２号

線である。 
・区画街路第１３号線 

  ※北千住駅東口駅前から最初の交

差点までの幅員 12ｍ、延長約 50ｍ

区間が区画街路第１３号線である。 

・区画街路第１２号線 

 計画 整備状況 理由他 

都
市
計
画
道
路 

・区画街路第１３

号線 

・未着手 ・区画街路第１３号線について、拡幅整

備手法の見直しが生じ、事業着手して

いないため、目標達成に至らなかった。 

別紙２ 
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【第二期計画の進捗状況】 

＜②西新井駅西口周辺地区＞ 
 ◆事業施行期間（平成13年度～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆第二期計画期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
主な整備計画 整備済 

 

都
市
計
画
道
路 

・区画街路第８号線（拠点地区内） 

・区画街路第９号線（西新井駅西口交通広場） 

・補助第１３８号線 

・区画街路第８号線（拠点地区内） 

 

・補助第１３８号線Ⅰ、Ⅲ工区 

 

そ
の
他
道
路 

・主要区画道路① 

 ・主要区画道路② 

・主要区画道路①（拠点地区内） 

・主要区画道路②その１、３、４工区 

公
園
緑
地 

 ・西新井駅西口公園（西新井さかえ公園） 

 計画 整備状況 理由他 

都
市
計
画
道
路 

・区画街路第９号線

（西新井駅西口

交通広場） 

・補助第１３８号線

Ⅱ工区 

・未着手 

 

 

・補助第１３８号線

Ⅱ工区用地取得 

 （９９％完了） 

・区画街路第９号線（西新井駅西口交通広場） 

について、関係機関との協議に時間を要し

事業未着手である。また、補助第１３８号

線Ⅱ工区は、用地買収や無電柱化事業に時

間を要したため、目標達成に至らなかった。 

・区画街路第９号線（西新井駅西口交通広場） 

令和３年度事業認可取得予定 

そ
の
他
道
路 

 ・主要区画道路②そ

の２工区 

・主要区画道路②そ

の２工区用地取得 

 （９９％完了） 

・主要区画道路②そ

の２工区工事中 

 （道路の舗装工事

等を除いて完了） 

・主要区画道路②その２工区は、無電柱化事

業の追加整備に時間を要したため、目標達

成に至らなかった。 

・主要区画道路②その２工区 

令和３年３月供用開始 

別紙３ 

足立区画街路第９号線交通広場 

補助第138号線その２工区 

主要区画道路②Ⅱ区間 

 ◆第二期計画期間 
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【第二期計画の進捗状況】 

＜③千住大川端地区＞
 ◆事業施行期間（平成6年度～） 

 
主な整備計画 整備済 

 

都
市
計
画
道
路 

・関屋駅付近広場等 

 

 

そ
の
他
道
路 

 ・Ａ工区 地区幹線道路等  ・Ａ工区 地区幹線道路 一部整備済 

公
園
緑
地 

 ・関屋公園  ・関屋公園 一部整備済 

下
水
道 

 ・関屋ポンプ場（都施工）  ・関屋ポンプ場（都施工） 

  建築工事施工中、令和７年度完成見込み 

 計画 整備状況 理由他 

都
市
計
画
道
路 

 ・未着手 ・関屋駅付近広場第三期に調査･検討着手予定 

公
園
緑
地 

・関屋公園設計 ・未着手 ・関屋公園整備について、ボックスカルバー

トの有無を検討中のため、目標達成に至ら

なかった。 

関屋公園 

別紙４ 

 ◆第二期計画期間 
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　　　　第二期足立区において地域特性に応じた都市・まちを計画的につくる －

足立区社会資本総合整備計画　評価委員会 令和２年１月～２月 事後評価書素案に関する
パブリックコメントの実施（予定） 公表の方法

令和２年３月上旬 事後評価委員会の開催（予定） 　インターネット（足立区公式ホームページ） 令和2年3月下旬

交付対象事業
Ａ　基幹事業

全体事業費 備考

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30Ｈ31（R元）（百万円）

1-Ａ-1 住宅 一般足立区 直接 区 0
1-Ａ-2 住宅 一般足立区 直接 区 1,796
1-Ａ-3 住宅 一般足立区 直接 区 0

1,796
Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

全体事業費
Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30Ｈ31（R元）（百万円）

－ － － － － － － － － － － －
Ｃ　効果促進事業（該当なし）

全体事業費
Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30Ｈ31（R元）（百万円）

－ － － － － － － － － － － －
D　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

全体事業費
Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30Ｈ31（R元）（百万円）

－ － － － － － － － － － － －

社会資本総合整備計画　事後評価書（素案）

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 　　　　平成27年度～平成31(令和元)年度　　（5年間） 交付対象 　　　　足立区

備考当初現況値 中間目標値 最終目標値
（Ｈ27当初）　 （Ｈ29末）　 （Ｈ31末）　

計画の目標

　 区内に点在する大規模な工場等跡地において良質な住宅の供給を誘導し、まちの活力源となる新たな居住者の流入を促す。
併せて駅前広場や幹線道路の整備を行い、まちの交通結節機能と公共交通網を強化することで、良好な住宅市街地の形成を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

【成果目標１】　平成３１（令和元）年度までに「バス及びタクシー乗降場が設けられる駅前・交通広場」を１カ所（5,500㎡）整備する。
　　　　　　　　　※足立区基本計画では、まちづくり分野の施策のひとつとして「駅周辺・拠点開発を進める」を掲げており、「駅前広場等整備面積」を開発状況を判定する指標としている。
　　　　　　　　　※対象施設：足立区画街路第９号線交通広場（西新井駅西口周辺地区）

【成果目標２】　平成３１（令和元）年度までに「地域幹線道路・地区幹線道路の整備率」を７０％とすることで、交通利便性の向上を図る。
　　　　　　　　　※区では、道路機能を有効に発揮させるため、道路を幹線道路・地域幹線道路・地区幹線道路・生活道路に分類し、これら道路の適切な配置・整備を図っている。
　　　　　　　　　※対象施設：補助第１３８号線Ⅱ工区、主要区画道路②その２工区（西新井駅西口周辺地区）
　　　　　　　　    　　　　　　  ：足立区画街路第１３号線（北千住駅東口周辺地区）

【成果目標１】　実施状況をもとに算出する。
　　　　　　　　　◇駅前広場の拡充整備
　　　　　　　　　◇駅前広場整備に伴うタクシープールの整備箇所数
　　　　　　　　　◇駅前広場整備に伴い実現するバスの発車便数

３，３００㎡
８台

３６６台／日

－
５，５００㎡
１２台

５２０台／日

千住大川端地区については、関屋公園の設計
を計画していたが定量的指標に含めていない。
今後第三期整備計画以降に公園整備率を設定
することで効果が発現される。（0ha→1ha）

【成果目標２】　実施状況をもとに算出する。
　　　　　　　　　◇道路の整備率＝（住市総事業整備地区内で整備された地域・地区幹線道路の延長）／（地域・地区幹線道路の計画延長）　％ 68.6% － 71.6%

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施体制 事後評価の実施時期 　平成31(令和元)年度

百万円
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

事　後　評　価

百万円 Ｂ 0 百万円 Ｃ 0全体事業費
合計

1,796百万円 Ａ 1,796

事業実施期間（年度）
（延長・面積等）

北千住駅東口周辺地区住宅市街地総合整備事業 拠点地区の整備（約20.7ｈａ）足立区

　１．交付対象事業の進捗状況

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者

西新井駅西口周辺地区住宅市街地総合整備事業 拠点地区の整備（約94.3ｈａ）足立区
千住大川端地区住宅市街地総合整備事業 拠点地区の整備（約47.3ｈａ）足立区

要素となる事業名（事業箇所）
事業内容

市町村名

事業実施期間（年度）
備考

（延長・面積等）
－ － －

合計

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者 要素となる事業名（事業箇所）
事業内容

市町村名

市町村名
事業実施期間（年度）

備考
（延長・面積等）

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者 要素となる事業名（事業箇所）

要素となる事業名（事業箇所）
事業内容

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）
備考

（延長・面積等）

－ － －

－ － －

Ｄ 0百万円
効果促進事業の割合
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

0.0%

別紙５
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　２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

　Ⅰ 定量的指標に関連する交付対象事業の
　　  効果の発現状況

【成果目標１】
　（西新井駅西口周辺地区）
　　●足立区画街路第９号線交通広場
　 　　同指標は、平成26年度に都市計画変更・告示された西新井駅西口周辺地区の足立区画街路第９号線交通広場（面積5,500㎡）が整備完了し、供用開始により達成が可能となる。
　　　 しかし、駅ビルの再築の動向や事業化に向けた関係者の協議に予想以上の時間を要し、現時点で は一定の合意のもと、令和３年度の事業認可取得を目指して引き続き協議を進め事業完了は、
　　　 おおむね10年後を見込んでいる。そのため、本計画期間内での事業の効果の発現は見られないが、次期整備計画以降に効果が発現される見込みである。

【成果目標２】
　（北千住駅東口周辺地区）
　　●足立区画街路第１３号線
　 　　同指標は、北千住駅東口周辺地区の足立区画街路第１３号線（幅員１２ｍ）の拡幅整備であるが、現在事業手法検討中のため効果の発現は次期以降になる。

　（西新井駅西口周辺地区）
　　●主要区画道路②Ⅱ区間
　 　　同指標は、西新井駅西口周辺地区の主要区画道路②Ⅱ区間（延長240ｍ）が整備完了し、供用開始により達成が可能となる。
　　　 しかし、本計画期間中の平成28年度に足立区無電柱化推進計画の対象路線となった ため、工事期間が当初予定よりも長引き、現時点では令和２年度末の完成、供用開始予定となっている。
　　　 そのため、本計画期間内での事業効果の発現は見られないが、第三期整備計画の当初年度には効果が発現される見込みである。

　
　
　
Ⅱ
 
定
量
的
指
標
の
達
成
状
況

①　平成３１年度までに「バ
ス及びタクシー乗降場が設
けられる駅前・交通広場」を
１カ所（5,500㎡）整備する。

◇駅前広場の拡
充整備 最終目標値 5,500㎡

目標値と実績値に
差が出た要因

　（西新井駅西口周辺地区）
　　●足立区画街路第９号線交通広場
　　　 第二期計画作成後、平成２７年から駅出入り口位置を含む東西自由通路の整備のあり方について検討を開始するなど、東武鉄道や関係
　　　 者との協議に予想以上の時間を要し、交通広場事業認可の手続きも行えず事業化に至らなかった。
　　    したがって、最終実績値は当初現状値と変わっていない。

目標値と実績値に
差が出た要因

同上

最終実績値 366台/日

最終実績値 3,300㎡

◇駅前広場整備
に伴うタクシー
プールの整備箇
所数

最終目標値 12台
目標値と実績値に
差が出た要因

　Ⅲ 定量的指標以外の交付対象事業の効果の
      発現状況（必要に応じて記述）

　（北千住駅東口周辺地区）
　　●足立区画街路第13号線
   　　地元発意による再開発準備組合が設立されるなど、道路拡幅と合わせて都市機能の更新、新たな顔づくりなどへの期待が高まっている。今年度、当地区のまちづくり構想を見直している。

　（西新井駅西口周辺地区）
　　●足立区画街路第９号線交通広場
        交通広場に接する駅ビルの建替に着手。新たな駅前の顔づくりや活性化への期待が高まっている。
　　●補助第138号線その2工区
   　　道路事業による建替により、沿道30ｍ区域内の防火造・木造棟数は従前の100棟から80棟に減少し、木造密集市街地の防災性向上に貢献している。

　（千住大川端地区）
　　●関屋公園
  　　 整備予定のボックスカルバート上部に、既設公園を拡大整備する計画であったが、地域の意向を踏まえ、ボックスカルバートの道路計画と公園計画もあわせて見直すことにより、安全性、快適性の向上に資
　　　 する公園整備への期待が高まっている。

 ○ 西新井駅西口駅前の足立区画街路第9号線交通広場の事業化により、交通機能の集約と利便性の向上を目指していく。
 ○ 各事業地区で地域・地区幹線道路の事業進捗を図り、道路交通網の強化を目指していく。
 ○ 関屋公園の整備にあわせて、快適で安全な都市環境の創出を目指していく。また、民間地権者等と連携して千住大川端地区（Ａ工区）の拠点開発を適切に誘導していく。

②　平成３１年度までに「地
域幹線道路・地区幹線道路
の整備率」を７０％とするこ
とで、交通利便性の向上を
図る。

◇地域・地区幹線
道路の整備率

最終目標値 71.6%

目標値と実績値に
差が出た要因

　（北千住駅東口周辺地区）
　　●足立区画街路第１３号線
　 　　足立区画街路第１３号線を拡幅する事業手法について、地権者と一緒にメリットある手法を検討中である為、事業化に至らなかった。
        したがって、最終実績値は当初現状値と変わっていない。

　（西新井駅西口周辺地区）
　　●主要区画道路②Ⅱ区間
   　　西新井駅西口周辺地区の主要区画道路②Ⅱ区間は、本計画期間中の平成28年度に足立区無電柱化推進計画の対象路線となった。
        これに伴い、電線類地中化の関係事業者間の調整や工事施工期間が当初予定よりも遅れ、令和２年度末までとなってしまった。
        したがって、最終実績値は当初現状値と変わっていない。

最終実績値 68.6%

同上

最終実績値 8台

◇駅前広場整備
に伴い実現する
バスの発車便数

最終目標値 520台/日
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 緑の基本計画改定審議会の開催結果について 

所管部課名 みどりと公園推進室みどり推進課 

内   容 

第５回緑の基本計画改定審議会（以下「審議会」という。）を開催した

ので、以下のとおり報告する。 

 

１ 開催概要  

（１）日 時 令和元年１２月２０日（金） 

午前９時３０分～午前１１時３０分 

（２）場 所 足立区役所中央館８階特別会議室 

（３）出席者 委員１９名中１６名 

 

２ 報告・議事内容 

（１） 前回の審議会の主な意見について 

（２）計画体系案（別紙参照 Ｐ５１）・ 計画本編素案について 

（３）計画の進行管理について 

   ・（仮称）足立区緑の基本計画推進会議を設置して、ＰＤＣＡ 

    サイクルを進める。 

 

３ 主な意見 

（１）計画体系案には、国や東京都の動向、令和元年１０月の台風１９号 

による被害など地球規模の変化についても記載すべき。 

（２）現状、課題、方向性が計画目標につながっていることがわかるよう

に、レイアウトや言葉を工夫してほしい。 

（３）計画目標１と２に「ひとづくり」「まちづくり」と記載したほうが

わかりやすい。 

（４）計画目標２の指標は、農地の増減がわかる緑被率がよいのではない

か。 

（５）２つの分科会で議論した内容も反映してほしい。 

 

４ その他 

計画の進行管理については、次回に改めて審議を行う。 

問 題 点 

今後の方針 

１ 次回の緑の基本計画改定審議会は、令和２年３月１６日に開催予定。 

２ 令和２年９月の改定に向け取り組んでいく。 
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４つの視点 ひと くらし まち ⾏財政
将来像 「協創⼒でつくる 活⼒にあふれ 進化し続ける ひと・まち ⾜⽴」⾜⽴区

基本構想
基本計画

第三次⾜⽴区緑の基本計画 体系案

第
三
次
足
立
区
緑
の
基
本
計
画

方
向
性

目
指
す

べ
き
姿

計
画

目
標

施
策
の
展
開

推
進
体
制

進
行
管
理

ひとの活動
拠点となる
質の高い緑

＜Ⅰ 骨格となる緑＞

＜Ⅱ 身近な緑＞

施策１ 緑を育むひとを増やす

施策２ 緑を育むひとの活動
を広げ、つなぐ

施策Ⅰ-１ 骨格となる水と緑の⾒える化 施策Ⅰ-２ 区⺠が誇れる「歩きたくなる」
まちづくりの推進

施策Ⅱ-４ 公共施設の効果的な緑化と保全

施策Ⅱ-３ 公園の魅⼒向上と持続可能な管理

施策Ⅱ-２ 樹林地・農地の保全と活用

施策Ⅱ-１ ⺠有地の緑の充実

（１）緑と関わる入り口づくり
（２）『緑の効果』の普及啓発
（３）子どもと緑とのふれあいの推進

（１）緑を育む協創事業の展開
（２）「緑を育むひと」の活動を

活発化させる仕組みづくり

（１）【全域】水と緑の資源の⾒える化
（２）【道路】快適な歩⾏空間を形成する街路樹の育成
（３）【水辺】貴重な水辺空間の保全と活用

（１）花と緑と水の「さんぽ道（仮）」の普及
（２）まちづくりと連携した水と緑の拠点づくり

（１）建築⾏為に伴う緑地の確保と魅⼒向上
（２）小さな緑化の推進
（３）適切な維持管理の⽀援

（１）⼤⽊・樹林を地域で守り育てる仕組みづ
くりの推進

（２）農地の保全・活用の推進

（１）公園の利⽤向上に向けた仕組み作り
（２）⽬的に合わせて選べる公園の適切な配置
（３）計画的で効率的な公園改修
（４）公園を快適に利⽤するための維持管理の推進

（１）施設の特性に合わせた効果的な緑化の推進
（２）貴重な大木の保全

区⺠の意識と活動 ⺠有地（宅地、樹林地、農地） 公有地（公園、道路、河川・⽔路、公共施設）

• 緑ある環境や暮らしへの共感の醸成
• 楽しく、気軽に活動に参加できる機会の創出
• 経験によりステップアップできる仕組みや活動の場・交流
の場づくり

• 各事業の連携を促進

• 区全体でみると公園面積はほぼ充足（公園率6.1％、4.7㎡/人）してい
るが、地域により配置に偏りがある

• 施設の⽼朽化により、⼤規模改修が必要な公園の増加
• 道路の緑は、安全⾯の確保と良好な景観形成の両⽴ができていない
• 四方を河川に囲まれ、親水性のある緑道が多数存在
• 公共施設は樹木を育成する場として重要な役割を担う

• 緑に関する苦情（主に落ち葉）が多い
• 個人で花植え活動等をやってみたい区⺠は多い
• ⾃主管理公園の数は増加傾向だが、構成員が⾼齢化し、若
い世代の参加が進んでいない

• 活動したい人の思いにかなった活動の場・機会がない
• 事業は多様化しているが、各事業の繋がりや相乗効果が⾒
られない

• 緑化完了書の提出割合が約５割で、緑化の実態が不明
• 樹林地は所有者の負担（維持管理、税など）が大きく、８
年間で約４haが消失

• 農地は収益性、相続税負担等を背景に３０年間で１／４に
減少

【計画目標１】
緑を育むために⾃ら⾏動し
活動するひとを増やす

【計画目標２】
魅⼒のある緑を実感できるまちづくりの推進

○推進体制 ○進⾏管理
• 緑に関わる活動の担い手となる様々な主体、専門家、区の関係部署等により構成す
る「（仮称）⾜⽴区緑の基本計画推進会議」を設置

• 国、東京都など関係機関とも密に連携

• ＰＤＣＡサイクルに基き、年度ごとに施策・取組みの進捗状況や実績を確認
• 計画期間の中間時点（令和５年度）に中間検証を⾏い、必要に応じて計画の⾒直しを実施

○計画期間 令和２（２０２０）年度〜令和９（２０２７）年度

都市緑地法第４条に基づく「緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画」
及び⾜⽴区緑の保護育成条例第４条に基づく「緑の保護及び育成に関する基本計画」

○位置づけ

水と緑を誇れるまち あだち 〜識る・護る・活かす・繋ぐ〜
し まも い つな

現
状
と
課
題

• まちの魅⼒となる、確実な緑化の推進
• 樹林地の維持管理⽀援の推進
• 樹林地・農地への、地域の理解や愛着心を育成
• 法制度の活⽤、様々な主体との連携による樹林地・農地の
保全および活用支援

• 公園の適切な配置
• 計画的で効率的な改修により、既存の公園を再生・活性化
• 街路樹の実態を把握し、今後のあり方を方針化
• 道路や親水緑道を「歩きたくなる道」として管理・活⽤
• 既存の公共施設の緑を可能な限り保全し、適切に維持・活用

識る：区内の水と緑のある場所や「緑の効果」を認識する ／ 護る：貴重な水と緑がある環境を、まもる ／ 活かす：水と緑のある場所をまちの魅⼒として活⽤する ／ 繋ぐ：水と緑が人を、地域を、繋ぐ
し まも い つな

別 紙

緑
を
育
む
ひ
と

の
ス
テ
ッ
プ ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４

緑のある環境を好む

自ら緑を育み、
緑に関する知識を高める

まちの緑豊かな景観形成に携わる

⾃ら⾏動し活動を広げる

緑に興味・関心がない
緑に対して否定的ステップ０
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 公園活用推進連絡会の開催結果について 

所管部課名 みどりと公園推進室パークイノベーション担当課 

内   容 

 足立区パークイノベーション推進計画をＰＤＣＡサイクルによりチェッ

クし今後の改善に反映させるため、「公園活用推進連絡会」を開催したの

で以下のとおり報告する。 

 

１ 開催概要 

（１）日 時 令和元年１１月７日（木）午前１０時～午前１１時４５分 

（２）場 所 足立区役所南館１２０３会議室 

（３）出席者 学識経験者・区民団体９名中８名 

庁内委員１３名中１２名 

 

２ 議事（別紙参照 Ｐ５３～６１） 

（１）令和元年度改修工事と利用状況調査の結果 

（２）昨年度の連絡会で寄せられた意見の反映状況 

 

３ 主な意見 

・ トイレのデザインを、地域の子供に考えてもらうと公園の愛着 

に繋がるのでよい取組みである。 

・ 芝生広場は、視覚障がい者にとって素足で感じられる有意義な 

施設である。 

・ 大きな公園で多目的に使える広場がある公園を増やしてほしい。 

広場でスポーツができる機会が増えればよい。 

・ 公園の防犯カメラは安全な公園づくりにつながる。 

・ 公園トイレの男性用ブースにもベビーシートがあると便利である。 

 

 

 

 

 
 

問 題 点 

今後の方針 

今後も公園利用者や地域の皆様の意見を丁寧に伺いながら、公園改修を

進めていく。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２３日 

件   名 台風１５号及び１９号で被災した住宅への助成制度について 

所管部課名 建築室建築安全課 

内   容 

令和元年９月の台風１５号及び１０月の１９号で被災した住宅に対し、都

が都内自治体への助成制度を新設した。 

区も都の助成制度を活用し、被災した区内の住宅に対する補修工事費用の

助成を実施することとしたので報告する。 

 

１ 助成制度の概要 

（１）助成対象 

ア 台風１５号または１９号で一部損壊と認定された住宅 

イ り災証明を受けた居住者 

ウ 自己所有し居住していること（貸家は対象外） 

（２）助成条件 

令和２年２月２８日までに補修工事が完了（工事完了済も対象） 

（３）助成金額 

対象工事費の１／２かつ上限３０万円 

（４）対象件数 

９６件（令和元年１２月２５日現在） 

（５）必要経費 

ア ２,８８０万円（９６件×３０万円） 

イ 財源は予備費にて対応 

ウ 区支出額の１／２を都より助成 

（６）周知方法 

ア 対象となる「り災証明書」申請者へダイレクトメールを送付 

イ あだち広報 

ウ 区ホームページ 

（７）施行予定日 

令和２年１月下旬 

問 題 点 

今後の方針 
助成対象者へ周知のうえ、適切な助成を進める。 
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